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が
お
伺
い
し
ま
す

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

子
育
て
家
庭
訪
問
支
援
員

子
育
て
家
庭
訪
問
支
援
員
が
お
伺
い
し
ま
す

　
子
ど
も
の
成
長
は
家
族
に

と
っ
て
、
と
て
も
う
れ
し
い
こ

と
で
す
よ
ね
。
子
育
て
を
通
じ
、

親
も
「
親
」
と
し
て
育
っ
て
い

く
中
で
、
悩
み
や
不
安
を
も
つ

こ
と
も
当
然
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
と
き
、
ち
ょ
っ
と
誰

か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
え
た
ら

心
が
楽
に
な
る
と
き
も
あ
り
ま

す
よ
ね
。

　
悩
む
親
御
さ
ん
と
関
係
機
関

と
の
つ
な
が
り
づ
く
り
の
た
め
、

家
庭
訪
問
支
援
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
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谷 和香子さんと
たに か こわ

お子さん

　
４
人
の
お
子
さ
ん
を
育
て
る
谷
さ
ん
に
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
初
め
て
支
援
員
さ
ん
が
来
て
く
れ
た
と
き
は
、

自
分
よ
り
か
な
り
年
上
の
方
で
、
頼
れ
て
、
親
し

み
や
す
い
人
だ
な
と
い
う
印
象
で
し
た
。
毎
回
同

じ
方
が
来
て
く
だ
さ
る
の
で
、
心
を
開
き
や
す
く
、

安
心
感
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
相
談
窓
口
や
各
種
教
室
等
を
通
じ
て

子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
悩
み
が
あ
っ

て
も
自
分
か
ら
行
動
を
起
こ
す
の
が
難
し
い
と
き

も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
う
い
っ
た
と
き
は
子
育
て

家
庭
訪
問
支
援
員
に
お
話
を
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
福
祉
課
（
内
線
３
９
４
）

　
　
家
庭
児
童
青
少
年
相
談
室

℡
82
ー
３
７
１
１

　就学前の子どもがいるご家庭へ、子育て家庭訪問支援員
が訪問しております。
　子育て家庭訪問支援員の役割は、ご家庭と市役所等関連
機関との「つながりづくり」です。子育ての悩み等につい
て、「どこに相談すれば？」と思った際には、子育て家庭
訪問支援員にお声がけいただければ、相談機関へとつなげ
ていきます。

Ｑ．子育て家庭訪問支援員ってどんな人がなっているの？
Ａ．保育、教育の経験者など児童福祉に理解と熱意のある

方で、市から委嘱された20名が各地区を分担して
　　まわっています。
Ｑ．どんな世帯にまわっているの？
Ａ．就学前のお子様がいるすべての世帯（約1,000世帯）

を訪問しています。

子
育
て
家
庭
訪
問
支
援
員
に
き
き
ま
し
た

こ
つ
こ
つ
と
関
係
を
築
き
上
げ
て

◆
活
動

　
学
期
ご
と
に
対
象
世
帯
を
１
回
訪
問
し
、

一
つ
の
世
帯
に
年
３
回
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

訪
問
し
た
際
は
「
子
育
て
家
庭
訪
問
支
援
情

報
紙
　
み
ら
い
」
を
手
渡
し
し
、
何
気
な
い

話
題
や
近
況
等
を
う
か
が
っ
た
り
し
ま
す
。

◆
心
が
け
て
い
る
こ
と

　
ま
ず
は
家
庭
と
の
「
つ
な
が
り
づ
く
り
」

で
す
。
日
常
会
話
等
を
通
じ
て
、
保
護
者
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
保
護
者
の
話
を
聴
き
、
共

感
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

◆
継
続
し
た
事
業
の
中
で

　
平
成
27
年
度
に
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
、
平

成
28
年
１
月
か
ら
訪
問
を
開
始
し
て
３
年
が

経
過
し
ま
す
。
あ
る
家
庭
で
、
３
歳
だ
っ
た

お
兄
ち
ゃ
ん
が
小
学
生
に
な
り
、
１
歳
だ
っ

た
妹
が
保
育
所
へ
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
は
道
で
会
っ
た
と
き
に
あ
い
さ
つ
を
し

て
く
れ
ま
す
し
、
子
ど
も
た
ち
を
通
し
て
祖

父
母
と
も
話
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
も

つ
な
が
り
を
広
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

◆
地
域
の
役
割

　
ま
わ
り
に
知
り
合
い
が
お
ら
ず
、
親
子
で

孤
独
な
思
い
を
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
も
い
ま

す
。
地
域
の
人
た
ち
が
子
ど
も
た
ち
を
普
段

か
ら
見
守
り
、
声
か
け
を
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
　

子育て家庭訪問支援員

大浦 睦美さん
おお うら みむつ

【訪問を受けて】
問
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有
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
２
月
23
日
（
土
）
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
41
回
有
田
市
ス
ポ
ー

ツ
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
33
名
と
４
団
体
の
方
々
に
ス
ポ
ー
ツ
賞
各
賞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第
41
回

ス
ポ
ー
ツ
顕
賞

■
個
人

◇
柔
道

　
宮
井
　
杏
（
箕
島
中
学
校
）

◇
ボ
ウ
リ
ン
グ

　
安
里 

秀
策
（
㈱
イ
ー
ス
ト
ト
レ
ジ
ャ
ー
）

み
や
い

あ
ん

あ
さ
と
し
ゅ
う
さ
く

ス
ポ
ー
ツ
賞

■
個
人

◇
空
手
道

　
松
下 

真
心
（
拳
武
館
下
津
支
部
道
場
）

◇
柔
道

　
石
本 

力
也
（
箕
島
中
学
校
）

　
中
本 

真
奈
美
（
箕
島
中
学
校
）

◇
相
撲

　
井
ノ
上 

豪
志
（
箕
島
中
学
校
）

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
栗
山 

朋
子
（
箕
島
小
学
校
教
諭
）

◇
硬
式
野
球

　
西
川 

晋
太
郎
（
智
辯
学
園
和
歌
山
高
等
学
校
）

ま
つ
し
た

ま

こ

い
し
も
と
り
き
や

な
か
も
と

ま

な

み

い

の
う
え
ご
う
し

く
り
や
ま
と
も
こ

に
し
か
わ
し
ん
た
ろ
う

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

■
個
人

◇
剣
道

　
乾
　
未
来
（
和
歌
山
工
業
高
等
専
門
学
校
）

　
小
幡 

侑
矢
（
県
立
箕
島
高
等
学
校
）

　
渡
邊 

日
向
（
県
立
箕
島
高
等
学
校
）

◇
柔
道

　
朝
原 

寿
天
良
（
箕
島
中
学
校
）　

◇
水
泳

　
平
林 

侑
島
（
ア
リ
タ
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
）

◇
相
撲

　
五
島 

雅
治
（
県
立
箕
島
高
等
学
校
）

　
坂
前 

由
基
（
県
立
箕
島
高
等
学
校
）

　
和
田 

優
貴
（
県
立
箕
島
高
等
学
校
）

◇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
宮
本 

和
奏
（
和
歌
山
工
業
高
等
専
門
学
校
）　

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
江
川 

乃
愛
（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）

い
ぬ
い

み
ら
い

お
ば
た
ゆ
う
や

わ
た
な
べ

ひ
な
た

あ
さ
は
ら

す

て

ら

ひ
ら
ば
や
し
ゆ
う
と

ご
し
ま
ま
さ
は
る

さ
か
ま
え
ゆ
う
き

わ

だ

ゆ
う
き

み
や
も
と

わ
か
な

え
か
わ

の

あ

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ュ
ニ
ア
賞

■
個
人

◇
空
手
道

　
川
島 

彩
良
（
和
松
会
）

　
寺
森 

美
結
（
有
田
一
心
館
）

　
中
村 

十
輝
（
有
田
一
心
館
）

　
山
根 

汰
雅
（
拳
武
館
下
津
支
部
道
場
）

◇
剣
道

　
澤
谷 
大
輝
（
宮
原
少
年
剣
友
会
）

◇
柔
道

　
網
代 

彩
花
（
有
田
市
柔
道
協
会
　
更
生
館
）

　
椿
原 

梨
央
（
有
田
市
柔
道
協
会
　
更
生
館
）

　
椿
原 

愛
梨
（
有
田
市
柔
道
協
会
　
更
生
館
）

か
わ
し
ま

さ

ら

て
ら
も
り

み

ゆ

な
か
む
ら
と
お
き

や
ま
ね

た
い
が

さ
わ
た
に
だ
い
き

あ
じ
ろ
あ
や
か

つ
ば
き
は
ら

り

お

つ
ば
き
は
ら

ま
り
ん

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

◇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　
伊
勢 

芳
弘

◇
少
林
寺
拳
法

　
野
井 

淳
司

い

せ

よ
し
ひ
ろ

の

い

じ
ゅ
ん
じ

■
団
体

◇
柔
道

　
有
田
市
立
箕
島
中
学
校
　
柔
道
部

　
小
南 

悠
生
（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）

　
小
南 

葵
生
（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）

　
宮
井 

沙
也
奈
（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）

◇
硬
式
野
球

　
山
野 

大
地
（
紀
州
由
良
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
）

■
団
体

◇
相
撲

　
有
田
市
立
箕
島
中
学
校
　
相
撲
部

こ
み
な
み

ゆ

い

こ
み
な
み

あ
お
い

み
や
い

さ

や

な

や
ま
の

だ
い
ち

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
竹
田 

結
芽
（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）

■
団
体

◇
剣
道

　
宮
原
少
年
剣
友
会

◇
柔
道

　
有
田
市
柔
道
協
会
　
更
生
館

た
け
だ

ゆ

め

（敬称略・賞別・種目別・50音順）　※（　　）は当時の所属
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人事行政運営状況の公表 　　総務課（内線２１３）問

　本市職員の人事行政の透明性を一層高めるため、前年度を中心とした人事行政について公表します。
　より詳しい内容につきましては、市ホームページでご覧いただけます。
　なお、給与等はすべて税や各種保険料を引く前の額で、いわゆる手取り額ではありません。

職員の任免及び職員数に関する状況
1.職員の採用状況 （平成 29年 4月 2日～平成 30年 4月 1日）

区分
人数

男性
24

女性
13

再任用
0

合計
37

2. 職員の退職等の状況 （平成 29年度）

区分
人数

定年
4

勧奨
2

普通等 再任用任期満了

14 5
合計
25

3. 分限処分の状況 （平成 29年度）

区分 免職 降任 休職 降給 合計
人数 0 0 5 0 5

4. 懲戒処分の状況 （平成 29年度）

区分 免職 停職 減給 戒告 合計
人数 0 0 1 0 1

5. 部門別職員数の状況 （各年 4月 1日現在）

職員数区　分
増減数
対前年

部　門

一般
行政

議　　会
総　　務
税　　務
農林水産
商　　工
土　　木
民　　生
衛　　生
小　　計
教　　育
消　　防
小　　計
病　　院
水　　道
下 水 道
そ の 他
小　　計

0
△ 2

0
0
0
1
2
1
2
1
1
2
8
1
0

△ 1
8
12

3
46
14
12
7

10
82
17

191
24
48
72

178
9
0

21
208
471

3
48
14
12
7
9

80
16

189
23
47
70

170
8
0

22
200
459

特別
行政

公営
企業等

総　　合　　計
※職員数増減の主な理由
　業務増、医師・看護師補充、など

給料等に関する状況
1.人件費の状況（普通会計決算） （平成 29年度）

住民基本
台帳人口
(29年度末)

歳出額
(A) 実質収支 人件費

(B)
人件費率
B/A

28,584      
人

14,746,725     
千円

652,989
千円 千円 %

※人件費には、特別職に支給される給料等が含まれます

2. 職員給与費の状況（普通会計決算） （平成 29年度）

職員数
(A)

給与費 1人
当たり
給与費
B/A

給料 職員
手当

期末勤勉
手当

計
(B)

259    
人

955,554     
千円

135,687
千円

371,128
千円

1,462,369
千円

5,646
千円

※職員手当には、退職手当が含まれていません

3. 平均給与月額と平均年齢の状況 （平成 30年 4月 1日現在）

区分
一般行政職 技能労務職

平均給与月額 平均年齢 平均給与月額 平均年齢
有田市 352,912 円 41.5 歳 335,832 円 55.3 歳
国 410,940 円 43.5 歳 328,637 円 50.7 歳

4. 職員の初任給の状況 （平成 30年 4月 1日現在）

区分
一般行政職

大学卒 高校卒
有田市 179,200 円 147,100 円
国 179,200 円 147,100 円

5. 特別職の報酬等の状況 （平成 30年 4月 1日現在）

区分 給料（報酬） 期末手当
市長
副市長
教育長

議長
副議長
議員

市立病院
事業管理者

810,000円
680,000円
590,000円
500,000円
500,000円
450,000円
420,000円

6月期 2.075 月分
12月期 2.225 月分
　 計 4.3 月分

平成 29年 平成 30年

2,044,837 13.87
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ

り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40
年
間
に
満
た

な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の

間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
に
よ
り
、
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
け
取
り
に
必
要

な
資
格
期
間
は
平
成
29
年
８
月
１
日
か
ら
25
年

か
ら
10
年
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
？

　
国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
等
で
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除
さ

れ
る
「
申
請
免
除
制
度
」
や
障
害
基
礎
年
金
を

受
け
て
い
る
方
な
ど
が
該
当
す
る
「
法
定
免
除

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
納

付
猶
予
制
度
」や
学
生
の
方
を
対
象
と
し
た「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
保
険
料
免
除
や
納
付
猶
予
な
ど
を

受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
年
金
を
受
け
取
る

た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま

す
が
、
受
け
取
る
年
金
額
は
保
険
料
を
全
額
納

付
し
た
場
合
よ
り
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
期
間
は
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
あ
と
か
ら
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

（
追
納
）
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
将

来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
額
す
る
た
め
に
も
、

追
納
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
な
ど
の

承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算

し
て
、
３
年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る

場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応

じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　
追
納
保
険
料
は
、
先
に
経
過
し
た
月
の
分
か

ら
順
次
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
和
歌
山
西
年
金
事
務
所

　（
重
複
・
頻
回
受
診
な
ど
は
な
る
べ
く
避
け
る
）

②
休
日
・
時
間
外
受
診
は
な
る
べ
く
避
け
ま
し
ょ
う

③
薬
は
上
手
に
飲
み
ま
し
ょ
う
（
か
か
り
つ
け

薬
局
を
持
つ
、
薬
を
必
要
以
上
に
も
ら
わ
な

い
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
す
る
）

④
特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
（
40
歳
以
上
は

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
）

　
　
健
康
課
（
内
線
２
７
７
）

　
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
事
務
手
続
き
の
一
元

化
の
た
め
、
４
月
１
日
よ
り
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
申
請
及
び
自
立
支
援
医
療
費
（
精
神

通
院
）
支
給
認
定
に
関
す
る
事
務
窓
口
に
つ
い

て
、
次
の
通
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

○
３
月
29
日
（
金
）
ま
で

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
℡
82
ー
３
２
２
３

○
４
月
１
日
（
月
）
か
ら

　
市
役
所
福
祉
課
福
祉
係
（
内
線
３
６
４
）

■
産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が

免
除
と
な
り
ま
す
！

対
象
者
　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、
出

産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
後
の
方
。

届
出
時
期
　
出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら
届

出
可
能
で
す
の
で
、速
や
か
に
届
出
く
だ
さ
い
。

※

届
出
が
で
き
る
の
は
平
成
31
年
４
月
か
ら
で
す
。

産
前
産
後
期
間
の
取
扱
い
　
産
前
産
後
期
間
と

し
て
認
め
ら
れ
た
期
間
は
保
険
料
を
納
付
し

た
も
の
と
し
て
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に

反
映
さ
れ
ま
す
。

■
ご
存
知
で
す
か
？
国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る

ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
満

額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

℡
０
７
３―

４
４
７―

１
６
８
８

　
　
健
康
課
（
内
線
５
１
６
）

■
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
出
張
年
金
相
談

日
時
　
３
月
８
日
（
金
）　
10
時
〜
15
時

場
所
　
市
役
所
３
階
第
１
会
議
室

※

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
直
接
ご
予

約
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
和
歌
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

℡
０
７
３
ー
４
４
７
ー
１
６
６
０

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
時
点
で
軽

自
動
車
・
バ
イ
ク
・
小
型
特
殊
自
動
車
等
を
所

有
（
登
録
）
し
て
い
る
方
が
納
め
る
税
金
で
す
。

売
却
や
譲
渡
、
廃
棄
処
分
な
ど
で
現
在
所
有
し

て
い
な
い
場
合
は
、
届
出
を
し
て
登
録
を
抹
消

（
変
更
）
し
て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
先
】

■
原
付
バ
イ
ク
（
１
２
５
㏄
以
下
）・
小
型
特

殊
自
動
車
等
／
税
務
課

■
バ
イ
ク
（
１
２
５
㏄
を
超
え
る
も
の
）

　
和
歌
山
運
輸
支
局

℡
０
５
０
ー
５
５
４
０
ー
２
０
６
５

■
軽
自
動
車
／
軽
自
動
車
検
査
協
会

℡
０
５
０
ー
３
８
１
６
ー
１
８
４
６

※

廃
棄
や
下
取
り
と
し
て
業
者
等
に
車
両
を
引

き
渡
す
場
合
は
、
届
出
手
続
や
納
税
に
つ
い

て
よ
く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※

盗
難
等
で
車
体
が
無
い
か
ら
と
軽
自
動
車
税

を
納
め
ず
に
い
る
と
延
滞
金
が
発
生
し
ま
す
の

で
、必
ず
廃
車
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
税
務
課
（
内
線
３
７
４
）

■
医
療
費
状
況

○
国
保
加
入
者
数
（
平
成
29
年
度
平
均
値
）

９
，
１
４
６
名

○
28
年
度
の
一
人
当
た
り
の
医
療
費

（
有
田
市
）　
３
４
４
，
２
７
１
円

○
29
年
度
の
一
人
当
た
り
の
医
療
費

（
有
田
市
）　
３
５
６
，
５
６
５
円

○
30
年
度
の
一
人
当
た
り
の
医
療
費
予
想

（
有
田
市
）　
３
６
１
，
５
４
３
円

○
29
年
度
の
一
人
当
た
り
の
医
療
費

（
和
歌
山
県
平
均
）　
３
４
６
，
４
３
１
円

○
29
年
度
の
一
人
当
た
り
の
医
療
費

（
全
国
平
均
）　
３
４
９
，
５
４
０
円

　
有
田
市
の
国
保
医
療
費
は
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
全
国
平
均
及
び
和
歌
山
県
平
均
よ
り
も

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。医
療
費
が
増
え
る
と
、自

己
負
担
額
や
国
保
税
の
増
加
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
、
そ
の

増
加
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
皆
さ
ん
の
心
が
け
で
で
き
る
こ
と

①
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

問

問

問

皆
さ
ん
の
健
康
を
支
え
る「
国
民
健
康
保
険
」

精
神
障
害
者
手
帳
及
び
自
立
支
援
医
療
の

　
　
　
　 

担
当
窓
口
が
変
更
に
な
り
ま
す

国
民
年
金

軽
自
動
車
等
の
廃
車
・
名
義
変
更
の
届
け
は

　
　
　
　
　
　
　
　  

３
月
29
日
ま
で
に
！

平
成
30
年
度

　
国
民
健
康
保
険
税
（
第
９
期
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
９
期
）

　
介
護
保
険
料
（
第
９
期
）

　
　
　
納
期
限
は
４
月
１
日
（
月
）
で
す
。

申
・
問

Arida Information
～有田市からのおしらせ～

人口・世帯数
【平成31年 2月 1日現在】

人口28,185人（前月比-59人）
男　13,401人　女　14,784人
世帯数　11,755戸

⑦ ARIDA　2019. ３

　
乗
用
装
置
の
あ
る
農
耕
用
の
ト
ラ
ク
タ
ー
、

コ
ン
バ
イ
ン
、
田
植
機
や
、
工
場
等
で
使
用
さ

れ
る
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
の
小
型
特
殊
自
動

車
は
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
小
型
特
殊
自
動
車
を
所
有
さ
れ
て
い

て
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
場
合
は
、
す
み
や
か
に
税
務
課
で
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

登
録
に
必
要
な
も
の
　
印
鑑
、
販
売
証
明
書
等

の
車
両
情
報
（
車
名
・
型
式
・
車
台
番
号
・
排

気
量
）が
分
か
る
も
の
、車
台
番
号
の
石
刷
り

　
　
税
務
課
（
内
線
３
７
４
）

応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
18
歳
（
平
成
13
年
４

月
８
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
か
ら
29
歳
の

方
で
、
有
田
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
て
、
選
挙
権
を
有
す
る
方
。
も
し
く
は

今
回
の
選
挙
に
お
い
て
登
録
さ
れ
る
予
定
の

方
。
特
定
の
候
補
者
の
選
挙
運
動
員
や
政
治

活
動
を
行
っ
て
い
る
方
は
、
応
募
を
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

立
会
日
時
　
３
月
30
日（
土
）〜
４
月
６
日（
土
）

ま
で
の
内
１
日
で
８
時
30
分
か
ら
20
時
ま
で

立
会
場
所
　
市
役
所
３
階
期
日
前
投
票
所

報
酬
　
１
日
９
，
５
０
０
円
（
所
得
税
は
源
泉

徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
交
通
費
は
支

給
い
た
し
ま
せ
ん
。）

※

昼
食
・
夕
食
は
用
意
し
ま
す
。

応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
、
選
挙
管

※
事
前
申
込
不
要
・
入
場
無
料

◆
１
部
　
見
て
、
聴
い
て
、
参
加
し
て
、
笑
い

が
た
え
な
い
若
返
り
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
！

「
ヨ
サ
コ
イ
そ
う
ら
ん
で
共
に
喜
び
を
味
わ
え

る
」「
体
を
動
か
し
脳
の
活
性
化
に
繋
が
る
脳

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」「
太
鼓
の
振
動
が
前
頭
前
野

を
刺
激
し
て
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
和
太
鼓
」

◆
２
部
　
み
ん
な
で
歌
い
ま
し
ょ
う
声
高
ら
か
に
！

（
レ
イ
ン
ボ
ー
と
共
に
）

「
日
本
舞
踊
と
レ
イ
ン
ボ
ー
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
」「
み
ん
な
で
懐
か
し
い
歌
を
」

※

「
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
を
い
た
し
ま
す
。

　
先
着
10
名
様
（
女
性
限
定
・
無
料
）

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
梛
の
会
　
℡
83
ー
０
９
８
５

　
ご
み
等
を
空
地
で
燃
や
し
て
い
る
方
が
お

り
、「
煙
で
窓
が
開
け
ら
れ
な
い
」「
洗
濯
物
が

く
さ
く
な
る
」
と
い
っ
た
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
ご
み
を
燃
や
す
と
、
悪
臭
や
煙
な
ど

に
よ
る
近
隣
住
民
と
の
間
で
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因

に
な
る
と
と
も
に
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
等
の
有
害

物
質
が
発
生
し
、
健
康
へ
の
影
響
も
心
配
さ
れ

ま
す
。
ド
ラ
ム
缶
・
一
斗
缶
、
簡
易
焼
却
炉
等

に
よ
る
ご
み
の
焼
却
は
「
野
焼
き
」
と
呼
ば
れ

て
お
り
、
一
部
例
外
を
除
き
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。（
悪
質
な
野
焼
き
行
為
は
、
法
律

に
よ
り
罰
せ
ら
れ
、
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く

は
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
あ
る
い
は
併
科

に
処
せ
ら
れ
ま
す
。）「
野
焼
き
」
は
迷
惑
行
為

で
す
。
安
易
な
焼
却
は
行
わ
ず
、
ご
み
は
指
定

袋
に
入
れ
、
決
め
ら
れ
た
各
収
集
日
に
出
す
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　
生
活
環
境
課
（
内
線
２
３
７
）

理
委
員
会
事
務
局
及
び
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

締
切
　
３
月
14
日
（
木
）

申
込
先
　
選
挙
管
理
委
員
会
（
市
役
所
２
階
総

合
行
政
委
員
会
事
務
局
内
）　

※

住
所
は
12
ペ
ー
ジ
参
照

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
　
82
ー
５
１
１
０
　

　
Ｅ
メ
ー
ル
　senkyo@

city.arida.lg.jp
※

選
挙
が
近
づ
き
ま
し
た
ら
、
立
会
い
が
で
き

る
か
ど
う
か
等
の
確
認
を
、
選
挙
管
理
委
員

会
か
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

応
募
状
況
に
よ
り
ご
希
望
に
添
え
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
等
に
よ
り
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

３
月
29
日
（
金
）（
告
示
日
）
に
お
い
て
、
立

候
補
者
が
１
名
以
下
の
場
合
は
、
無
投
票
と

な
り
立
会
い
の
必
要
は
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

報
酬
の
お
支
払
い
は
で
き
ま
せ
ん
。
予
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
選
挙
管
理
委
員
会
（
内
線
２
４
６
）

試
験
期
日

■
一
般
　
１
次
：
５
月
11
日
（
土
）・
12
日
（
日
）

　
　
　
２
次
：
６
月
11
日
（
火
）
〜
14
日
（
金
）

■
歯
科
・
薬
剤
科

　
　
　
１
次
：
５
月
11
日
（
土
）

　
　
　
２
次
：
６
月
11
日
（
火
）
〜
14
日
（
金
）

受
付
期
間
　
３
月
１
日（
金
）〜
５
月
１
日（
水
・

祝
）

※

資
格
等
は
お
問
合
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
防
衛
省
・
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　
　
有
田
募
集
案
内
所
　
℡
82
ー
６
６
３
１

　
　
　
　

　
平
成
31
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の
一
環

行
事
と
し
て
市
内
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
に
よ

る
防
火
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
車
両

等
の
通
行
の
際
に
は
、ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
し
ま
す
。

　
　
消
防
本
部
　
℡
83
ー
３
１
１
９

日
時
　
３
月
17
日
（
日
）
13
時
〜

場
所
　
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

小
型
特
殊
自
動
車
の
登
録
を
！

問　保健センター
　　℡ 82- 3223

県
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
お
け
る

　
　

 

18
〜
29
歳
の
期
日
前
投
票
立
会
人

募

　集

防
火
パ
レ
ー
ド

第
11
弾
『
心
も
体
も
元
気
に
な
る
集
い
』

イ
ベ
ン
ト

「
野
焼
き
」
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

啓

　発

自
衛
隊

　幹
部
候
補
生

申
・
問

な
ぎ

問

問

問問

問 実施所園 日　時 パレードコース

初島幼稚園

宮原保育所

箕島保育所

宮崎町保育所

３月４日（月）
9:30～10:30

初島公民館から
　　初島幼稚園周辺

３月５日（火）
9:30～10:30 宮原保育所周辺

３月６日（水）
9:30～10:30

箕島保育所から
オークワ箕島店周辺

３月７日（木）
9:30～10:30

宮崎町保育所から
　　宮崎公民館周辺

募集種目 募集人員

一般

参考（平成 30年度）

陸　約 165名
海　約 90名
空　約 40名
参考（平成 30年度）

陸　約 25名
海　約 5名
空　約 10名

歯科
薬剤科

参考（平成 30年度）

陸　約 10名
海　約 10名
空　約 5名
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Hospital Topics
■
小
児
科
医
夜
間
当
直
の
ご
案
内

　
小
児
科
医
が
夜
間
当
直
を
行
い

ま
す
。
夜
間
お
子
様
の
急
病
時
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

来
院
前
に
電
話
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
程
　
３
月
９
日（
土
）・
15
日（
金
）・
29
日（
金
）

時
間
　
17
時
15
分
〜
翌
８
時
30
分

■
第
12 
回
市
民
公
開
講
座
　※

入
場
無
料

日
時
　
３
月
16
日
（
土
）
15
時
〜
16
時
30
分

場
所
　
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
　「
そ
の
い
び
き
大
丈
夫
で
す
か
？

　
〜
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
に
つ
い
て
〜
」

座
長
　
保
富 

宗
城
　
氏

（
県
立
医
科
大
学
　
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頚

部
外
科
　
教
授
）

講
演
　
杉
田 

玄
　
氏

（
県
立
医
科
大
学
　
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頚

部
外
科
　
講
師
）

■
睡
眠
時
無
呼
吸
専
門
外
来
の
ご
案
内

診
察
日
　
第
１
水
曜
日（
月
１
回
）14
時
〜
16
時

担
当
　
耳
鼻
咽
喉
科
　
杉
田 

玄
　
医
師

※

対
象
患
者
の
予
約
制
で
す

対
象
者
　
睡
眠
時
無
呼
吸
の
簡
易
検
査
に
て
、

要
精
密
検
査
の
結
果
が
出
て
い
る
方
を
専
門

に
診
察
し
ま
す
。

＊
睡
眠
時
無
呼
吸
の
簡
易
検
査
は
、
耳
鼻
咽
喉

科
の
各
診
察
日
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
事
前

予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
各
診
察
日

に
直
接
来
院
く
だ
さ
い
。

■
病
院
敷
地
内
全
面
禁
煙
の
お
知
ら
せ

　
４
月
１
日
よ
り
当
院
で
は
、
安
全

で
快
適
な
医
療
環
境
を
提
供
す
る
た

め
に
、
敷
地
内
全
面
禁
煙
と
い
た
し

ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
市
立
病
院
医
務
課
　
℡
82
ー
２
１
５
１

問

～有田市立病院～

市指定文化財が新たに２件増えました

　昨年新たに、本光寺の阿弥陀三尊像と極楽寺の足利義
昭御内書が、市指定文化財に指定されました。
　本光寺の阿弥陀三尊像は、鎌倉時代前期（今から800
年前）ごろに造られた仏像です。作風から、当時最も活
躍していた運慶や快慶などの仏師集団である「慶派」が
手掛けたものと考えられています。当時の一流仏師と有
田のつながりを示す重要な資料となっています。
　極楽寺の足利義昭御内書は、室町
幕府第十五代将軍である足利義昭の
書状です。内容は、義昭が有田の氏
族である宮崎次郎へ援軍を要請した
ものとなっています。いまだ謎が多
い宮崎氏の資料として、重要な資料
となっています。
　今後も市にとって重
要な文化財が発見され
る可能性があります。
いまだ謎に包まれた有
田の歴史を探求してみ
ませんか。

阿弥陀三尊像

有田市健康フェアのご案内
2月16日（土）文化福祉センター・保健センター

ないごあき しょ

うん けい かい けい

みや ざき じ ろう

ほん こう じ あ み だ さん そん ぞう ごく らく じ あし かが よし

足利義昭御内書

そんさんだみあ ぞう

ごあきよしかがあし ない しょ

忘れてない？　サイフにスマホに　火の確認
3月1日（金）～7日（木）　平成31年春季全国火災予防運動

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
■□■□ ３つの習慣 □■□■

①寝たばこは、絶対やめる。
②ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
③ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

■□■□ ４つの対策 □■□■
①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
②寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎
　品を使用する。
③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火
　器等を設置する。
④お年寄りや身体の不自由な人を守るために、
　隣近所の協力体制をつくる。

住宅用火災警報器を設置しましょう

　寝ている間に発生した火災に気づかずに、逃げ遅れて
しまうことを防ぐために、「住宅用火災警報器」の設置
が消防法で定められています。
　「住宅用火災警報器」の電池の寿命は、長いもので10
年ですが、短いものの中には、５年や１年で切れてしま
うものもありますので、定期的に作動確認をすることが
大切です。

ほ

と
み

む
ね
き

す
ぎ

た

げ
ん

⑨ ARIDA　2019. ３

広告

★アリッサのおはなしかい
　（乳幼児～就園前くらい）
　３月７日（木）　10：30～
　場所　わくわくのもり

★水曜映画会（おとな向け）
　３月13日（水）　14：00～
　場所　市民会館１階　第１会議室
　内容　『ローマの休日』
　定員　60名程度

★もりのかみしばい屋さん
　３月16日（土）　10：30～
　場所　わくわくのもり

★どようえいがかい（子ども向け）
　３月23日（土）　13：30～
　場所　市民会館１階　第１会議室
　内容　『ベートーベン』
　定員　60名程度

★絵本のある暮らし
　～絵をつけてみよう～（おとな向け）
　３月24日（日）　13：30～
　場所　グループ学習室
　内容　あなただけの絵本を作ろう！
　今回は、絵をつけてみましょう。

★有田市朗読ボランティア
　「ささやき」さんによるおはなし会
　（子ども向け）
　３月30日（土）　14：00～
　場所　わくわくのもり

有田市図書館　℡82―3220

桜のつぼみが膨らみ始めました。
寒さも日ごとに緩んでいき、段々と春が近づいて
来たようです。

あかちゃんタイム（小さなお子さんが騒いでも大丈夫な時間です）　3月7・14・21・28日（木） 9：30～12：00

しもじゅう あき こ なかまつ

いしやま
下重 暁子／著

大和出版

重ねた年齢には意味がある。
さあ、新しい人生に船出しよ
う！「いま、ほんとうにやり
たいことをしよう」「私流・も
のをへらす法」「年は挑戦の妨
げにはならない」など、いく
つになってもあなたが輝いて
生きる方法を伝える。

「年を重ねて、
　　　　今がいちばん」

中松 まるは／さく
　 石山 さやか／え　

うまい、まずいが問題ではな
い!?
くじびきで給食委員長になっ
たゆうなは、学校全体の給食
の食べ残しが栄養士の先生を
悩ませていることを知る。そ
の問題解決に給食委員が立ち
上がる…。

「がんばれ給食委員長」
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駅伝競走大会

　１月27日（日）、ふるさとの川総合公園において「第
51回有田市内駅伝大会」を開催しました。小学生から
大人まで72チーム、総勢288名が参加しました。冷たい
風が吹く中、中継所では「がんばれ！」と選手同士声を
かけ合いながら、仲間の応援を受け、選手の皆さんたち
は全力でタスキをつないでいました。

みんなで作って、食べて♪

　２月11日（月・祝）、糸我小学校において「第27回い
も茶がゆと餅つきの集い」が行われました。小学生約
80名が地域の方やボランティアで参加した中高生の指
導の下、しば刈りや、釜戸で茶がゆを炊いたり、竹箸を
手作りしたりしました。お昼には体育館で輪になって、
熱々のいも茶がゆを味わいました。また、午後から行わ
れたもちつきでは、箕島高校の相撲部が活躍しました。

有田市の施策やまちの話題など…
Active Arida Topics

★ 大会優勝チーム ★
◇◆小学生男子の部：８．１ｋｍ◇◆

有田ジュニアアスリートクラブＡ　27分43秒
　（山本 久記、梅本 怜旺、由良 心希、黒崎 陸斗）

◇◆小学生女子の部：８．１ｋｍ◇◆
有田ジュニアアスリートクラブＡ　29分59秒

　（林 誉星、木ノ下 心愛、佐原 希咲、上野山 桃果）

◇◆中学生男子の部：９．５ｋｍ◇◆
文成中学校陸上部A　29分25秒

　（小谷 隼之介、澳 彰吾、宮本 幹也、川口 真矢）

◇◆中学生女子の部：８．１ｋｍ◇◆
文成中学校バレー部女子A　30分49秒

　（北岡 伶那、一ツ田 華愛、松尾 愛華、狗巻 亜実）

◇◆一般男子の部：９．５ｋｍ◇◆
さんま　29分16秒

　（佐原 壮大郎、鹿嶋 優生磨、松本 龍之佐、南村 椋大）

やまもと ひさ き うめもと れ お ゆ ら あいき くろさき りく と

はやし ほまれ のき した ここ あ さ はら き さき のうえ やま もも か

こ たに じゅん の すけ おき しょう ご みやもと みき や かわぐち まさ や

きたおか れい な つひと だ かれん まつ お まな か いぬまき あ み

さ はら そう た ろう しまか うゆ ま まつもと りゅうの すけ みなみむら りょう た
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ピザは石窯で焼いていたのでとても美味しかった
です。おじいちゃんやおばあちゃんだけじゃなく、
小さいお子さんも楽しめる空間を作れたのでとて
も良かったと思います。

矢櫃の近所の方はあたたかい人たちで、楽しく接

客することができました。

有田みかんの収穫体験をさせてもらって、農家
さんは愛情を込めて作られているのだなという
ことを感じました。そんな有田みかんをぜひ東
京の人にも食べてもらいたいと思いました。

「このみかん甘いなぁ」と試食したお客様が言っ
てくださったり、「いっぱい買ったよ」と話して
くださったのが本当にうれしかったです。

こども
スマイ

ル 月生ま
れ3

5月生まれの
　お子さん（就学前）募集中♪

元気い
っぱい

のお子
さんを

紹介し
ます！

氏名、生年月日、住所、電話番号、メッセー
ジ（50字以内）を添えてお申込みください。
※応募多数の場合は抽選
※宛先は裏表紙参照
申込方法/ 郵便・メール・持込
締切/３月末日
　　　　秘書広報課（内線 205）申・問

江川  結芽ちゃん
めえ かわ ゆ

（１歳）
落合  佳凛ちゃん

あい りんおち か

（３歳）
１歳のお誕生日おめでとう☆いつも笑顔
でその可愛い笑顔にいつも癒されます！
これからもスクスク元気に育ってね★

３歳の誕生日おめでとう！元気
いっぱいの佳凛ちゃん。これか
らも毎日楽しく過ごしてね。

上野山  雄大ちゃん
の やま だいうえ ゆう

（６歳）

来月から一年生
元気いっぱい頑張ってね

日本橋三越本店
有田みかんを販売

ピザを切り分けながら

箕高カフェ箕高カフェ

農家の方に教わりながら
みかんの収穫

就農体験就農体験

石窯でピザづくり

箕高カフェ箕高カフェ

接客に挑戦

箕高カフェ箕高カフェ

有田みかんが大好評！

就農体験就農体験

お客様に有田みかんをPR

就農体験就農体験
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この広報紙は地球環境保護のために、再生紙と
植物油インキを使用しています。

広告 市収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

広
報
あ
り
だ
3
月
号
　
2019

年
３
月
１
日
発
行

より良い広報づくりのため、皆様のご意見ご要望を秘書広報課へお寄せください。

　先日、「地域共創フォーラム
2018 ～多世代で考える有田市
の支え合い～」を開催しました。
予想を超えた大勢の参加者が集
まり、熱気があふれる会場の様

子を見て、大変うれしく思いました。
　このイベントでは箕島高等学校の生徒が、課題研究授
業で市内の団体や高齢者訪問を通して見えたものを基に
考察し、高校生ならではの視点で政策提言をしました。
　その中で高校生が「高齢者が元気なまちはすべての世
代にとって魅力のあるまち」という仮説をたて、約半年
間現場でヒアリング活動などを行った結果、仮説が間
違っていなかったと実感したことを発表しました。自ら
仮説をたて、検証しながら進んでいく高校生の姿を見
て、このような高校生が私たちのまちにいることが素晴
しく、誇らしい気持ちになりました。

　また、フォーラムの中では矢櫃地区における高齢者の
生活課題についての話も行いました。矢櫃は高齢化率や
空き家率が高く、また、ごみ出しなど生活の利便性にお
いても多くの課題があります。矢櫃活性化等の取り組み
を行ううえで、課題を集めてどうしていくかという視点
ではなく、昔ながらの地域コミュニティが残り、綺麗な
海が眺められる風光明媚なまちであるところを取り上げ
ていくことで、人が訪れるまちにしていきたいと考えて
います。市も地域の皆さんも一緒に、それぞれの得意を
持ち寄って取り組みを進めることで、まちの魅力が認め
られ、人が集い、またそれが地域の誇りにつながるとい
うイノベーションが起これば、おのずと課題解決に向
かっていくのではないでしょうか。
　春の訪れとともに、また新たな気持ちで一歩を踏み出
していきたいと思います。

　有田市長　望月 良男

2019 有田みかん海道マラソン2019 有田みかん海道マラソン ARIDA CYCLE MEETINGARIDA CYCLE MEETING

一斉にスタート！

親子手をつないでゴール 最高齢ランナー完走 コスプレランナー

様々な自転車が勢揃い

試乗する自転車を吟味 有田みかん海道を快走

ひとやすみ

2月10日（日）、有田みかん海道
マラソンとアリダサイクルミーティ
ングを同時開催しました。よく晴
れたこの日、マラソンにウォーキン
グに自転車に、みかん海道から
の絶景を味わうことができました。

有田みかん海道は標高160ｍを駆
け上がるサイクリングスポットです。
この日はロードバイクや電動アシスト
など有名ブランドの試乗車が多数
出店し、参加者は好みの自転車で
みかん海道を駆け抜けました。
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